
平
成
二
十
三
年
十
一
月
三
十
日
提
出

質

問

第

八

三

号

個
別
労
働
紛
争
の
解
決
促
進
と
社
会
保
険
労
務
士
の
役
割
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

秋

葉

賢

也
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個
別
労
働
紛
争
の
解
決
促
進
と
社
会
保
険
労
務
士
の
役
割
に
関
す
る
質
問
主
意
書

雇
用
形
態
の
変
化
等
に
伴
い
、
平
成
十
三
年
十
月
「
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
以
来
、

個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
の
利
用
は
拡
大
し
て
き
た
。
加
え
て
、
平
成
十
九
年
に
米
国
で
起
き
た
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
端
を

発
す
る
急
激
な
円
高
進
行
と
そ
れ
に
伴
う
国
内
経
済
の
不
況
と
厳
し
い
雇
用
情
勢
の
長
期
化
に
よ
り
、
労
使
関
係
を
め
ぐ
る
紛

争
は
増
加
し
て
お
り
、
労
働
関
係
に
お
い
て
専
門
性
を
有
す
る
社
会
保
険
労
務
士
の
活
躍
が
望
ま
れ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

以
下
の
点
に
つ
き
、
質
問
す
る
。

一

個
別
労
働
関
係
の
紛
争
解
決
手
段
と
し
て
、
裁
判
手
続
き
の
ほ
か
、
都
道
府
県
労
働
局
の
紛
争
調
整
委
員
会
に
お
け
る

あ
っ
せ
ん
等
の
個
別
労
働
関
係
紛
争
解
決
制
度
や
労
働
審
判
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
社
会
保
険
労
務
士
の
う
ち
、
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
、
紛
争
解
決
手
続
代
理
業
務
試
験
に
合
格
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
の
付
記
を
受
け
た
社
会

保
険
労
務
士
（
い
わ
ゆ
る
「
特
定
社
会
保
険
労
務
士
」
）
が
、
都
道
府
県
労
働
局
の
行
う
あ
っ
せ
ん
の
手
続
の
代
理
、
都
道

府
県
労
働
委
員
会
が
行
う
あ
っ
せ
ん
の
手
続
の
代
理
等
の
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
了
知
す
る
。

�

個
別
労
働
関
係
紛
争
を
裁
判
手
続
に
よ
っ
て
解
決
を
図
る
場
合
、
そ
れ
以
外
の
手
段
に
比
べ
、
紛
争
当
事
者
に
時
間

的
・
費
用
的
な
負
担
が
過
大
と
な
る
こ
と
か
ら
、
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
き
と
し
て
の
あ
っ
せ
ん
等
の
手
続
き
代
理
の
運

一



用
が
労
使
関
係
に
関
わ
る
紛
争
の
迅
速
な
解
決
や
労
使
関
係
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止
に
繋
が
る
等
の
メ
リ
ッ
ト

が
認
め
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
二
十
二
年
の
紛
争
解
決
手
続
代
理
業
務
試
験
の
合
格
者
を
も
っ
て
し
て
も
、

特
定
社
会
保
険
労
務
士
有
資
格
者
数
は
、
社
会
保
険
労
務
士
登
録
者
の
四
分
の
一
強
に
し
か
達
し
て
い
な
い
と
了
知
す

る
。
こ
う
し
た
有
資
格
者
数
を
も
っ
て
、
裁
判
外
手
続
き
に
よ
る
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
解
決
促
進
と
い
う
目
的
の
見
地

か
ら
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
。

�

�
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
詳
細
に
伺
い
た
い
。

二

個
別
労
働
関
係
紛
争
に
係
る
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
き
が
不
調
に
終
わ
り
、
簡
易
裁
判
所
で
の

訴
訟
手
続
き
に
移
行
す
る
場
合
、
社
会
保
険
労
務
士
に
は
訴
訟
代
理
権
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
現
行
の
制
度
上

は
、
代
理
人
と
し
て
当
該
訴
訟
に
関
与
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
た
め
依
頼
者
の
利
便
性
・
経
済
性
を
損
ね
る
と
の
指
摘

が
み
ら
れ
る
。
「
社
会
保
険
労
務
士
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
七
第
四
一
九
号
、
以
下

「
一
七
七
第
四
一
九
号
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
政
府
は
、
「
連
合
会
が
行
っ
て
い
る
実
績
調
査
を
踏
ま
え
、
必

要
に
応
じ
更
な
る
実
態
把
握
等
を
行
い
つ
つ
」
と
の
前
置
き
の
上
、
「
社
会
保
険
労
務
士
の
業
務
の
範
囲
の
拡
大
を
認
め
る

必
要
性
及
び
当
該
業
務
を
社
会
保
険
労
務
士
が
行
う
こ
と
に
よ
る
依
頼
者
の
利
便
性
の
向
上
へ
の
寄
与
の
度
合
い
」
な
ら
び

二



に
「
当
該
業
務
を
社
会
保
険
労
務
士
が
的
確
に
行
う
た
め
の
専
門
能
力
の
確
保
及
び
そ
の
認
定
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す

る
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

�

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
結
論
に
な
っ
た
の
か
示
さ
れ
た
い
。

�

仮
に
、
前
提
と
さ
れ
る
全
国
社
会
保
険
労
務
士
会
連
合
会
の
実
績
調
査
結
果
が
判
明
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
個
別
労

働
関
係
に
係
る
紛
争
解
決
の
促
進
と
い
う
観
点
か
ら
、
「
専
門
能
力
の
確
保
及
び
そ
の
認
定
の
在
り
方
」
に
つ
い
て
検
討

が
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
が
、
政
府
は
既
に
検
討
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
検
討
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
検
討
状
況

及
び
検
討
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

三

一
人
法
人
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

�

一
七
七
第
四
一
九
号
答
弁
書
で
は
、
社
会
保
険
労
務
士
法
人
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
「
利
用
者
に
対
す
る
質
の
高

い
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
の
問
題
は
、
必
ず
し
も
複
数
の
社
員
が
共
同
し
て
業
務
を
分
業
し

な
く
と
も
、
一
人
法
人
化
に
よ
っ
て
も
成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

�

一
七
七
第
四
一
九
号
答
弁
書
に
お
い
て
、
政
府
は
、
「
複
数
の
社
員
が
共
同
し
て
業
務
を
分
業
し
、
専
門
化
」
す
る
こ

と
を
社
会
保
険
労
務
士
法
人
制
度
の
存
在
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
る
の
な
ら
、
社
会
保
険
労
務
士
法
人

三



に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
専
門
化
さ
れ
た
「
一
社
員
が
疾
病
や
事
故
に
よ
り
業
務
を
行
う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
状
況
等
に
お

い
て
、
他
の
社
員
が
代
わ
っ
て
業
務
を
行
う
」
の
は
、
事
実
上
難
し
く
且
つ
理
論
上
矛
盾
す
る
と
思
え
る
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
政
府
の
見
解
は
如
何
か
。

�

現
行
の
制
度
上
、
社
会
保
険
労
務
士
法
人
の
社
員
が
一
人
に
な
っ
た
場
合
、
六
箇
月
以
内
に
二
人
以
上
に
な
ら
な
け
れ

ば
法
人
を
解
散
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
、
現
行
制
度
上
事
務
所
資
産
と
個
人
資
産
の
分
離
が
難
し
い
等
デ
メ
リ
ッ

ト
が
少
な
く
な
い
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
一
人
法
人
制
度
の
創
設
は
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
る
。
一
七
七
第
四
一
九
号
答
弁

書
で
、
政
府
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
「
可
能
な
限
り
早
期
に
結
論
を
得
る
べ
く
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
」
と
し
て
い

る
が
、
現
在
ま
で
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
詳
細
に
伺
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


